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新潟県村上市立荒川中学校
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SDGsを活かした学び場づくり
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SDGs



なぜ教育×SDGs！？
SDGsを学ぶ最終目標は、学習者から行動者への変容

学びから行動への５ステップ

①SDGsを学ぶ SDGs成立までの歴史、構造や特徴、課題などをワークを交えながら学ぶ。

②SDGsで学ぶ SDGsを学習ツールとして活用し、現実の社会・環境課題を学ぶ。

③SDGsを体感する 教室の外に飛び出し、実社会の中で課題と向き合う現場を体験。

④SDGsでつながる
同じ課題意識をもつ仲間、課題当事者や解決策をもつ人などと出会い、繋がる。

⑤SDGsの本質的課題解決行動へ
出会った仲間とプロジェクトを開始。リアルな問題解決学習(PBL)や地域社会での学習(CBL)が始まる。

これまでにないアイディアと繋がりによる
課題解決プロジェクト創出

2019年8月9日〜10日 SDGs for School ティーチャーズギャザリングより

このステップは
子どもにも大人にも
当てはまります。



なぜ教育×SDGs！？
教科書に載っているから、試験に出るから学ぶ？

自分自身がアクターとなり
未来をつくるために学ぶことで
学びの面白さがグンと増す！
卒業しても学び続ける！

SDGsは共通認識・共通言語として
繋がり、広がる

世代・立場・業種・国籍など関係なく
今まで出会ったことのない人とも

2019年8月9日〜10日 SDGs for School ティーチャーズギャザリングより



未来をつくる当事者として
SDGsをジブンゴトに

「私たちが社会を
変える力になる」



①地域との連携
(村上市・新潟市)

②県内の企業・青年
海外協力隊との連携

③市内の企業・
小学校との連携

SDGsを活かした学び場づくり

総合的な学習の時間
(中学１年生)

ベナンの貧困解決
プロジェクト

中学生による
小学校出前授業



荒川中×SDGs
2019年の取組

SDGsを身近に



１学年の廊下にSDGsコーナー



ガン勉(自主学習)ノートにSDGs

中学１年生



ガン勉ノートにSDGs

中学１年生



ガン勉ノートにSDGs

中学１年生



全校総合「SDGsを
通して世界を見る」
をラウンジに掲示



英語授業×SDGs(11月)

中学３年生”Energy and the Environment”を読んだ後に・・・
What can we do for our brighter future?



英語授業×SDGs(11月)

中学３年生”Energy and the Environment”を読んだ後に・・・
What can we do for our brighter future?
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2019年荒川中学校1年生 総合的な学習の時間

総合的な学習の時間×SDGs

「世界の諸問題や地域の課題と自分との繋がりを実感
し、持続可能な社会の実現のために、当事者意識をも

ちながら行動を起こせるようになってほしい」



新潟から発信！
SDGsの視点で、グローカルな生き方を学ぼう
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①SDGsを実践しながら世界や地域の諸問題を解決する
ために活躍する人々の生き方や考え方を知り、自ら
の行動に活かしたり、自分ができる社会貢献につい
て考えたりする。

②荒川地区や新潟県について理解を深め、地域の魅力を認識
したり創出したりすることを通して、郷土愛を育む。

③SDGsの学習を通して諸外国と自分とのつながりを実感
し、地域や世界についての課題意識をもつ。更に、その解
決のために、持続可能な社会の実現のための視点を活かそ
うとする。

④地域住民の講話や新潟巡検から持続可能な生き方や多様な
ビジネスモデルの視点を学び、今後の学習や卒業後の進路
選択に活かそうとする。

ねらい
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小単元名(◎)

1
◎2030年の世界を考えよう。
SDGsの導入。

2
◎諸外国と自分の相互依存について知る。
「JICA制作カードゲームワークショップ」

3
◎荒川地区の今を知る
★SDGsの視点で、荒川地区を見つめ直す

4

◎地域住民からグローカルな生き方を学ぶ
講師 : 古林拓也 様 会場 : いろむすびの宿

★「持続可能な地域づくりに大切なことは何か」

５
◎新潟巡検×SDGs
★SDGsに繋がる様々な取組を学ぶ



村上市地域振興課の職員と地域
コーディネーターによる講話

「荒川地区の
今を知る」

2019年7月8日



村上市地域振興課の職員と地域
コーディネーターによる講話

「荒川地区の
今を知る」

2019年7月8日



地域住民からグローカルな生き方を学ぶ

「持続可能な地域づくりに
大切なことは何か」

(株)いろむすび代表取締役

講師 古林 拓也 様
会場 いろむすびの宿

宿に隠れている
「地域資源探し」

「地域資源を伝え、発信することが
なぜ持続可能な地域社会を作るのか？」

2019年7月18日



2019-11-22新潟巡検×SDGs

① SDGsを視点として、環境・経済・社会等、身近な地
域の問題について課題意識をもち、インタビュー活
動や見学を通して、それらについての知見を得る。

① 課題解決のために、SDGsに繋がる取組を実践する
人々の生き方や考え方、取組の実際などを知り、自
らの行動に活かしたり、自分ができる社会貢献につ
いて考えたりする。

② インタビュー活動や見学を通して、新潟市の文化・
産業・行政・歴史に触れ、持続可能な生き方や多様
なビジネスモデルの視点を学び、今後の学習や卒
業後の進路選択に活かそうとする。

ねらい



2019-11-22新潟巡検×SDGs



http://www.maff.go.jp/j/shokusan/
sdgs/ichimasa.html

農林水産省HPより

一正蒲鉾株式会社



2018年 日本エコハウス大賞を受賞

オーガニックスタジオ新潟 株式会社



新潟巡検×SDGs（18班のテーマ）
1組1班「外国からの持続可能な原材料調達と印刷産業とメディア」

1組2班「持続可能なエネルギー生産」

1組3班「コンビニ×SDGｓ」

1組4班「健康・自然・音楽×SDGs」

1組5班「教育・芸術×SDGs〜平和で公正な社会を当たり前に〜」
1組6班「環境×教育×SDGs」

2組1班「企業のテクノロジー×SDGs」

2組2班「気候変動・地球温暖化・異常気象の実際と対策を学ぶ」

2組3班「私たちにできる国際協力を学ぶ～新潟の途上国支援について～」

2組4班「食×SDGs～地産地消と食品ロス対策～」

2組5班「水辺からはじまる生態系ネットワーク～水辺の生き物について～」
2組6班「一歩進んだ地球温暖化対策

～新潟県カーボン・オフセット～森林によるCO2吸収」

3組1班「障がい者の活躍～就労支援×チョコレート～」

3組2班「フェアトレード・オーガニック～地球や人に優しいエシカルな消費～」

3組3班「省エネハウス×SDGs～日本エコハウス大賞受賞の要因を探れ～」

3組4班「リノベーションでまちづくり」
3組5班「『今すぐ住みたい！』とみんなが思う地域を作るための秘密を探れ！」

3組6班「新潟で大人気マルシェ～社会も環境も大切にする鳥屋野潟マーケット～」



1組1班●北越コーポレーション(株)        ●新潟日報メディアシップ

1組2班●一般社団法人「おらって」にいがた市民エネルギー協議会 ●(株)第四銀行

1組3班●(株)ローソン ●LUSH
1組4班●新潟総踊り祭実行委員会

1組5班●福祉事業型専攻科KINGOカレッジ ●まちごと美術館COTCOTO
1組6班●日本自然環境専門学校 ●マリンピア日本海

2組1班●(株)第一印刷所 ●新潟日報メディアシップ

2組2班●新潟地方気象台 ●新潟市消防局 東消防署

2組3班●新潟国際ボランティアセンター(NVC) ●フェアトレードショップ「ナルニア」

2組4班●一正蒲鉾(株)                    ●フードバンクにいがた

2組5班●一般社団法人あがのがわ環境学舎 ●水の駅「ビュー福島潟」

2組6班●新潟県 環境企画課 ●イオンモール新潟南店

3組1班●新潟市障がい者就業支援センター●まちなかほっとショップ●久遠チョコレート新潟店

3組2班●にいがたフェアトレード推進委員会●Rerun ecology&fair trade 
3組3班●オーガニックスタジオ新潟(株) ●東北電力(株)

3組4班●(株)テラスオフィス ●沼垂テラス商店街

3組5班●(株)新潟放送 ●ミチシルベ（新潟市移住者応援有志の会）

3組6班●(株)U-STYLE（潟マルシェ企画・運営）●鳥屋野潟公園管理 事務所（敬称略）

新潟巡検×SDGs（訪問先35カ所）



「新潟で大人気マルシェ
～社会も環境も大切にする

鳥屋野潟マーケット～」

(株)U-STYLE 様

新潟巡検の事前学習

訪問先



訪問目的を生徒一人一人が語れるように…

事前学習後に
発表会



2019年11月22日

新潟巡検×SDGs



「企業のテクノロジー×SDGs」

(株)第一印刷所 様
訪問先



新潟県環境企画課 様

「一歩進んだ地球温暖化対策
～新潟県カーボン・オフセット～森林によるCO2吸収」

イオンモール
新潟南店 様

訪問先

訪問先



「コンビニ×SDGｓ」

（株）ローソン 様

訪問先



フェアトレード
推進委員会 様

フェアトレード店
Rerun 様

「フェアトレード・オーガニック
～地球や人に優しいエシカルな消費～」

訪問先

訪問先



日本エコハウス大賞
のお宅を見学

(オーガニックスタジオ新潟(株)様)

東北電力(株)様

「省エネハウス×SDGs
～日本エコハウス大賞受賞の要因を探れ～」

訪問先

訪問先



まちごと美術館
COTCOTO 様

「教育・芸術×SDGs
～平和で公正な社会を当たり前に～」

福祉事業型専攻科

KINGOカレッジ 様

訪問先
訪問先



BSNラジオ出演。
高橋なんぐさんと
SDGsトーク！

「『今すぐ住みたい！』とみんなが思う
地域を作るための秘密を探れ！」

ミチシルベ 様
（新潟市移住者応援有志の会）

(株)新潟放送 様

訪問先

訪問先



新潟巡検×SDGs
のまとめ

レポート作成

①訪問先の概要

（SDGsとの関連等）

②質問に対する回答

③特に心に響いた言葉

④新潟巡検を終えた感想

⑤「SDGsの達成」を目
指して取り組みたいこと
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新潟巡検×SDGs
のまとめ
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新潟巡検×SDGs
のまとめ



新潟巡検×SDGs
のまとめ



新潟巡検×SDGs
のまとめ



新潟巡検×SDGs
のまとめ



新潟巡検×SDGs
発表会

＜プレゼン(４分間)の内容＞
①つかみ
(聞き手を引きつける問いかけや動機)

②新潟巡検での学び
（訪問先について、感想、学び、SDGsとの
関連、心に響いた言葉、等）

③コアメッセージ（聞き手に問題意識
をもたせたり、行動を起こそうと思わせ
る。「SDGsの達成」を目指して自分が取
り組みたいこと、呼びかけ、提案、等）



新潟巡検×SDGs
発表会

発表者へのメッセージ

ローソンは様々な工夫をして無駄
をなくしていることを初めて知っ
た。自分も小さなことでも周りの
ために行動していきたい。

自分の視界は狭いかもしれな
い。そうしたら見方を変えれば
良い。地域活性化のため、地域
を愛し、地域を明るくする活動
を村上市でもやってみたい。

フェアトレードの理解がまだ
30％だなんて…。１番は知るこ
と、そして伝えることですね。

電気は生活に欠かせないのでエコ
活動をしていきたい。電気を将来
の世代へ、発展途上国へ！

視野を広く、「何もできないで
はなく何かする」大事ですね！

「アートは人と人をつなぐ」っ
て素敵！ファイルの絵の意味を
知り感動しました。

「壊すのは簡単だけど、もう一度
同じものを作るのは難しい」とい
う言葉が印象に残った。環境保全
のために何ができるか考えたい。

「自分の命は自分で守る」「自分
は関係ない、をやめる」「助け合
う」これらの言葉が心に響いた。



• SDGsを共通認識として、18班がそれぞれの
テーマで、教科書にはない多様な学びを得る
ことができた。

新潟巡検×SDGsを終えて…

• 訪問先で、生徒の質問事項をもとに丁寧な資
料やプレゼン、プログラムを用意していただ
けたことは大変ありがたかった。担当者の熱
い語りは中学生の心に響いていた。

• 「委員会で何かできないか？」「家族に節水
を呼びかけた」など行動に移した生徒も。学
びを「自分ごと」に、そしてアクションへ！

• 来年の修学旅行、再来年の地域貢献活動に繋
げたい。



授業以外の取組①
荒中生×青年海外協力隊
×県内企業×ベナン

有志で集まった生徒5名と休日や休み時間等に活動



一時帰国中の青年海外協力隊
高田裕行先生による『ベナン講演会』 2019年7⽉10⽇

高田先生は、JICA青年海外協力隊の小学校教育
隊員として、2018年よりベナン共和国で活動中。



40％
53％
64％
41％
86％

ベナンの小学校の修了率

児童労働の割合

若者の識字率 男性

女性

必要最低限の栄養を
取れていない子ども

貧
困

https://www.unicef.or.jp/sowc/pdf/05.pdf



青年海外協力隊の高田先生

「貧困を抜け出す１つの
手段として、『お金の稼
ぎ方』を子どもたちに教
えたい」

パーニュ・サンダルを制作

ベナンの布「パーニュ」



高田先生はパーニュ・サンダ
ルをベナンで販売しようと試
みたが…

サンダル1足80円は、
ベナンで４食分のため、
なかなか売れなかった。



パーニュ・サンダルを活用して、中学生が、ベ
ナンの子どもたちが貧困から抜け出すための
一歩を踏み出すことに協力できないか？

(2019年8月〜12月)

パーニュを使った

貧困解決プロジェクト

荒中生×青年海外協力隊×ベナン



ベナンの小学校の修了率 40％

l ベナンの子どもたちが将来に渡り、お金を稼げるよう
になってほしい。

l ものを売ってお金を稼ぐ方法を教えたい。

貧困の連鎖を抜け出すために…



国際協力バザー
2019年10月20日(日)商工祭

自分たちがモノを
売ることを経験しよう！



グローカルマーケティング株式会社の星名様より(2019年8月29日)

モノが売れる仕組みと戦略について

マーケティング
商品
何を

アプローチ
どのように

ターゲット

誰に



■どこに出店するとお客様が来る?
■誰に来てもらえば、たくさん買ってもらえる？
■どんな商品を、お客様はほしい？

■お客様を多く集めるためにはどうしたらいい？
■どうしたら利益を上げることができる？
■製品の魅力をどうPRすれば良いか？



国際協力バザーで販売するもの

l 荒中生が考案したパーニュ・グッズ

l ベナンの子どもたちが制作したパーニュ・サンダル

バンダナ

シュシュ

テッシュケース

サンダル



ベナンの子どもたちの未来を照らせ！ 

��
��������


	��������������

2019年 

10/20 
【荒川商工産業祭】 日

ベナンの子どもたちが図工の授業でサンダル
制作。３時間かけて丁寧に作りました。

国民の約半分が1日１.９ドル以下で生活する最貧国の１つであるベナンは、西アフリカにありま
す。小学校の卒業率は40％で、その理由のほとんどが、お金がないからだそうです。「ベナンの子
どもたちが将来に渡りお金を稼げるようになるにはどうしたら良いだろう。どうやったら貧困の連
鎖から抜け出せるだろう。」そう考えた私たちは、青年海外協力隊の高田裕行さんと「パーニュ・
プロジェクト」に取り組んでいます。その１つが今回の商工祭で 
行う『国際協力バザー』です。ベナンの布「パーニュ」で、ベ 
ナンの子どもたちと荒中生が心を込めて１つ１つ手作りした小 
物を、商工祭のブースで販売します。是非、遊びに来てくださ 
い！          (荒川中学校　一ノ瀬、冨樫、橋本、小島、伴田）

荒川中学生による国際協力バザー 

[時間] 9 : 00 ～ 15：30(商品がなくなり次第終了) 
[会場] 荒川総合体育館(村上市坂町2530)  
[販売する物] ベナンの子どもたちの手作りサンダル 
　　　　　　荒中生の手作りのティッシュカバー、 
                  シュシュ、バンダナ(弁当包み、風呂敷などにもなります) 

                          ※売上金で文房具などの学用品を購入し、ベナンの 
                 　子どもたちに寄付します。

7月10日青年海外協力隊の高田裕行さんによ
るベナン授業。全てはここから始まった！

企業の方を講師にマーケティングセミ
ナー。物が売れる仕組や戦略について学
びました。

パーニュを使って試行錯誤の末にできた３種
類の小物。全てが自信作です。

パンフレット
チラシ

お礼の
メッセージ
入りタグ



制作時間
10時間以上！

パーニュ・グッズ
l バンダナ17枚
l シュシュ18個
l ティッシュケース25個



グローカルマーケティング株式会社

国際協力バザー

2019年10月20日(日)商工祭

用意した87点の商品は
開始から2時間20分
で完売！

募金額 8,425円
売上金 33,200円
合計41,625円



マーケティングを中学
生が学ぶってすごい
ね！

貧困の原因にはどん
な課題があるの？

自分が中学生のとき
にもこんな活動をやり
たかったな。

ベナンてどん
な国なの？



「ベナンの貧困問題」や
「国際協力バザーの成
果」を文化祭で発表

2019年10月26日

広い年齢層の方々に
世界の諸問題につい
て考えてもらえた

貧困の連鎖を知り、ベナン
の子どもたちの問題は他
人事ではなくなった

世界にもっと目を向け貧困
解決に向けてできることを
続けていきたい

マーケティングの知識があっ
たからこそバザーは成功！



発表を見た方々か
らの感想



発表を見た方々の感想

「逆に１つの課題
を解決することで、
他も解決できる可
能性がある」

１つの課題に焦点

「学校で学ぶ」
生活に生きる学びを
得てほしい！



2019年10月29日〜11月5日

荒川中学校で、募金、文房具と
算数セットの寄付を呼びかけた



鉛筆 319本
ペン 131本
ノート 25冊
ペンケース6個
定規 18本
消しゴム 15個など

募金額6,625円
算数セット31箱



「荒川中学校の生徒のみなさん、文房具と算数セットの寄付
をありがとうございました。ベナンの子どもたちに文房具を
渡すと、とても喜んでいました。それは、ベナンの子どもと
日本の中学生が繋がり、協働して取り組んで得たこの文房具
が、彼らにとって「与えてもらったもの」ではなく、「つか
み取ったもの」だからです。私が活動する地域では、文房具
を購入できない子どももいるので、今回の寄付で確実に学ぶ
機会は増えます。算数セットは、時間の見方や数の概念を理
解するために使い、ベナンの教育の質の向上に活かしていき
たいと思います。本当にありがとうございました。」

2019年12月7日 高田先生より



授業以外の取組②
荒中生×市内の企業×小学校

有志で集まった生徒3名と休日や休み時間等に活動



「私たちのゴミのゆくえ」



RINGの関 愛さんによるワークショップ



RINGの関 愛さんによるワークショップ



瀬波南国フルーツ園

「ゴミのゆくえ」をさらに学ぶため…



を資源にリサイクル「食品ロス」

村上市の
食品残渣を回収
l瀬波温泉街
l学校給食
lスーパー

肥料

循環型農業

再生可能
エネルギー



①食品残渣を微生物で分解 ②消化液を肥料に使用

③メタン発酵により再生可能エネルギーを生産

④エネルギーを作る過程で生じる熱を使い、
ハウスの地熱を温め、南国フルーツを栽培

パッションフルーツ



ゴミ問題について、たくさんの人に知ってほしい。
生活の中で意識してほしい。

中学校の文化祭で発表(2019年10月26日)



「自分たちの行動が、世界
の誰かに影響を与えている
かもしれない」



「誰かが」ではなく
「自分が」



「ずっと着られるものを
買おう」



発表後の生徒の気づき
「普段の生活の中で、問題意識をも
ち、学び、発信したり、行動を起こし
たりすることで、周囲の人たちの意
識や行動も変えることができる」



教師海外研修参加の鈴木航太先生にご協力いただき、

保内小学校５年生約50名にワークショップを実施

2019年11月14日

一緒にアクションを起こす
仲間を増やしたい！



lベトナムのミンカイ村
の写真から気づくこと
は？

l途上国のゴミ問題と
日本のリサイクル事
情について



3Rをテーマとしたグループワーク
「地球環境に優しい取組は？」



ワークショップで出たアイディア

「段ボール、発泡スチ
ロールなどを工作に利
用」というアイディアは
面白い！

「ものを大切に使
いたい」という考え
が多かった。



SDGsに繋げて振り返った人
家族に話した人
次の行動に移した人

授業後のワークシートの記述



授業後の５年生の
自主学習ノート

海洋プラスチックごみについて

日本のゴミについて



増田が考えるSDGsを活かした
学び場デザインのポイント
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★生徒の「なぜ?」「やってみたい!」
を大切に

★ホンモノとの出会い
（リアルな教材、人との出会い、実体験）

★様々な枠を外した学び場を
（教科間、学校と地域…）



SDGsを学習した生徒のつぶやき

・今日の目標は、給食の残食ゼロです。SDGs
の２番を意識して、みんなで美味しくいただき
ましょう (1年生の日直さん)

・SDGsってとても大事ですね。みんなに知って
ほしくて、ガン勉でSDGsの解説本を作ってきま
した。小学校に置いてもらいたいな。(１年生)

・ 今、国語の主張文で、世界の子ども兵の問
題について書いているところです。廊下にある
本を借りてもいいですか？(2年生)



SDGsを学習した生徒のつぶやき

・SDGsってすごい。SDGsの課題について学
び、何をすべきか自分の考えをもつことが入試
の筆頭検査Aにも繋がりますね。 (3年生)

・将来の職業を本気で悩んでいます。SDGsに
繋がる仕事ってどんなものがありますか。世界
が危機的状況にあるのに、「自分は何もしな
い」では済まされないと思うんです。(３年生)



・地球温暖化とその影響
・SDGs未来都市 見附市の取組
・燃えるアマゾン
・殺処分と捨て犬
・動物の絶滅
・世界各国のSDGs進捗状況 等

１年生の
自主学習ノート



教育×SDGsを
振り返って

• SDGsを視点に、中学生と行う活動に、毎
年、同じということがない。だから面白
い。「中学生だからここまで」はない！

• 中学生のエネルギーはすごい！一旦火を
つければ、自分たちで学んでいく。

• 中学生が発信・行動することの意義は大
きい。周りの大人が注目し、協力してく
れる。中学生自身も、学んでいることが
自信になる。

SDGsで繋がる&広がる



職員の変化
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• 「SDGsのロゴは支援の生徒にとって、とてもわかり
やすいですね。教室に掲示します。(特別支援担当)」

• 「毎日『SDGs』でキーワード録画をしてるよ〜
(学年部職員)」

• 「今年の３年生もSDGsで地域貢献をやってみま
す。昨年のデータをください。(３年部総合担当)」

・ 「SDGsの新聞記事を発見。コピーして配布しよう
(生徒指導担当)」



荒川中×SDGs

(2020)
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2年生 美術
「伝達のデザインのための資料づくり」



荒川中×SDGs

(2020)
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３年生 家庭
「保育」

一番大切なのは、その人らしく育てること



荒川中×SDGs

(2020)
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２年生 英語
「COVID19×SDGs」



SDGsで広がる
ネットワーク

SDGsで繋がったネットワークを活かし様々なコラ
ボレーションが実現した昨年。それが生徒の深い学
びと自発的な行動に繋がりました。徐々に本校でも
「SDGsの視点を活かした教育」が広がりつつあり
ます。これからも生徒と共に諸課題に向き合い考え
ていきたいと思います。
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増田が 2019年に参加した学び・繋がり・トキメキの場

・SDGs for School ティーチャーズギャザリング
2019.8.9-10 @東京 主催：一般社団法人Think the Earth

・日本国際理解教育学会 研究大会2019.6.15-16 @名古屋 主催：日本国際理解教育学会

・d-lab2019（開発教育全国研究集会）
2019.8.3-4 @東京 主催：認定特定非営利活動法人 開発教育協会(DEAR)

・SDGs × 教育ミーティング〜今こそ 「SDGs × 教育」を考える〜
2019.6.12 @東京 主催：一般社団法人グローバル教育推進プロジェクト[GiFT]

・第21回SDGsセミナー「JICA教師海外研修報告会」
2019.1.26 @新潟市 主催: Ring にいがたngoネットワーク 国際教育研究会

・まちの宝を世界に発信する方法【トーク＆交流会】
2019.4.2 @村上市 主催：新潟県村上市の素泊まり宿‐よはくや -

・SDGs×人権×教育フォーラム2019.2.23 @東京 主催: 開発教育協会(DEAR)

・『未来にひろがる「SDGs×多文化共生」のヒント〜社会に開かれ
た学校づくり〜』2019.8.4 @東京 主催：JICA地球ひろば

・第24回SDGsセミナー「Let’s コラボレーション！教育×地域×SDGs」
2019.11.23 @佐渡 主催： Ring にいがたngoネットワーク 国際教育研究会

・おらって協議会設立5周年記念イベント〜おらっての電気でつくろ〜
2019.9.21 @新潟市 主催：おらってにいがた市民エネルギー協議会

・地域意見交換会in新潟 「ESDの今、これから」
2019.9.23 @新潟市 主催：関東地方ESD活動支援センター


